
主な花材

桃 （香川県産）

カルテット ラナンキュラス （宮崎県産）

茎

リューココリーネ （千葉県産）

菜の花 （大阪府産）

ギリシャ語で白を意味する「レウコス」と、こん棒を意味する「コリネ」を組み合わせたものが名前の
由来で、「白いこん棒」という意味です。花弁の中心にある仮雄ずいと呼ばれる部分がこん棒に似てい
ることから名づけられました。

花言葉：温かい心、信じる心、貴婦人

名前の由来は諸説あり、たくさんの実がなることから「百（もも）」になったという説や、赤い実を意
味する「燃実（もえみ）」が転じたとする説などがあります。

菜の花はアブラナの総称。｢菜｣には食用という意味があります。別名ナタネ、ナバナ､花菜。

花言葉：小さな幸せ、快活な愛、明るさ

花言葉：気立ての良さ、天下無敵

名前の由来は、ラテン語で「rana 」（カエル）を意味し、葉の形がカエルの足に似ていることからと
いわれています。

花言葉：光輝を放つ、とても魅力的、晴れやかな魅力

テーマ    桃の節句


